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2型糖尿病患者に対する栄養指導
における食事画像記録の活用










介入群は，2014年 11月から 2016年 3月に糖尿病外















78.2±19.0，介入日 76.9±19.2，終了日 75.0±18.4 kg































































































































































究は 3校の 5年生 293名を対象とし，介入校Ⅰ，Ⅱと対
照校を設定した。前述の質問紙調査を Pre-test として，
回収後に介入プログラムを開始し，終了後に Post-test
を実施した。介入プログラムの内容は，児童に教材を配
付して家庭での調理行動を促すことと，長期休暇中に調
理記録用紙を配付して一層調理行動を推奨することであ
った。さらに，介入校Ⅱでは教材を家庭科の副読本とし
て授業でも使用した。介入研究の結果，Pre-test の得点
で補正した Post-test の結果を比較すると，介入校Ⅱは
他の 2校よりも「調理経験」に関する 6因子と「食事
観」で有意に高値を示した。さらに，「調理経験」，6因
子の合計得点の変化により，減少群，維持・増加群の 2
群に分けて比較したところ，維持・増加群は減少群より
「食事観」，「自尊感情」3因子，「教科に対する関心」2
因子において高値であった。すなわち，児童の「調理経
験」の増加が，「食事観」「自尊感情」「教科に対する関
心」を向上させることが示された。
以上の結果から，調理行動を促す食育が児童の食事観
だけでなく自尊感情の涵養を通して，学習への関心を高
める可能性が認められた。自尊感情は小学校学習指導要
領に示されている「生きる力」につながると考えられて
おり，調理経験を高める食育の重要性を明らかにするこ
とができた。
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